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＜回答状況＞ 

 2025 年 2024 年同期 

回答引き出し組合 359 383 

 うち 有額回答 227（63.2%） 228（59.5%） 

 うち 「定昇確保」など言葉による回答 132（36.8%）      155（40.5%） 

 うち 2次回答以上の回答 12（3.3%）  12（3.1%） 

うち 妥結組合 30（8.4%）  40（10.4%） 

＜要求と回答内容＞ 

集計方法&対象 25 年要求 25 年回答 24 年同期 同期比 24 年最終 

単純 

平均 

額(円) 34,633 7,499 7,513 —14 8,503 

率(％) 11.32 2.79 2.73 +0.06 3.23 

加重 

平均 

額(円)  7,028 7,447 —419 10,163 

率(％)  2.70 2.52 +0.18 3.49 

組合員数  27,601 22,789  77,417 

＜前年実績との比較が可能な組合における金額・率の比較＞ 

 組合数 前年実績以上 前年実績超 2５年回答 2４年実績 実績比 

単純 

平均 

額（円） 196 102（52.0%） 82（41.8%） 7,765 8,611 −846 

率(％) 142 69（48.6%） 64（45.1%） 2.91 3.08 —0.17 

＜非正規の仲間の回答状況＞ 

 25 年回答 24 年同期 同期比 24年最終 

単純平均 額（円） 率（％） 額（円） 率（％） 額（円） 率（％） 額（円） 率（％） 

時給制 44.2 5.22 41.4 4.44 ＋2.8 +0.78 46.0 5.70 

月給制 6,045 3.43 5,493 4.29 +552 −0.86 5,162 3.00 

再雇用・時給 47.2 5.83 34.4 4.70 +12.8 +1.13 41.8 4.94 

再雇用・月給 6,979 4.56 4,614 3.03 +2,365 +1.53 6,298 3.47 

※額または率のみの報告があるため、双方は連動しません。 

  ※言葉による回答は平均などの計算から除いています。 

単純平均 7,499円 2.79％ 
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2025 年 3 月 14 日 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は３月 13日、第 1

回目の 25春闘賃上げ集計を行いました。 

 



 

 

＜集計結果の概要＞ 

回答引き出し・妥結状況 

25国民春闘・回答集中日翌日の 13日に行った第 1回賃上げ集計には、16単産・部会から報

告が寄せられました。359 組合が回答を引き出し、そのうち金額もしくは率が明らかになって

いる有額回答を得たのは 227組合（63.2%）で、132組合（36.8%）は「定昇確保」、「ベースア

ップ獲得」など言葉による回答となっています。現時点で回答引出し組合の 8.4%にあたる 30

組合が妥結・収拾方向となっています。 

 

回答内容 

有額回答が示された組合のうち、回答金額が明らかとなっている 225組合での単純平均額（一

組合あたりの平均）は 7,499 円で、25 年振りの高水準でのスタートとなった前年初回集計の

7,513円とほぼ同水準となっています。加重平均額（組合員一人あたりの平均）は 7,028 円で、

前年同期比 419円減となりました。 

引上げ率は、単純平均 2.79%（前年同期比＋0.06 ㌽）、加重平均 2.70%（同＋0.18 ㌽）とい

ずれも前年同期を上回っています。 

前年実績で比較可能な 196 組合での単純平均額を見ると、今期は 7,765 円で前年実績比 846

円減、引上げ率では 142組合の単純平均で 2.91%と前年同期比 0.17㌽減となっています。この

うち前年実績を超える回答を引き出したのは金額で 82組合（41.8%）、率では 64組合（45.1%）

です。 

21,000 円など福祉保育労の保育園 3 分会で 5 桁回答を引き出したのをはじめ、JMITU・32

組合、出版労連：11組合、化学一般労連：8組合、生協労連（卸売・小売）：4組合、JMITU通

信：2組合、日本医労連（医療）：2組合、生協労連（社会福祉・介護）：2組合、全印総連：1組

合、建交労（サービス）：1 組合の計 66 組合が 1 万円を超える回答を勝ち取っています（前年

同期 55 組合）。製造業、マスコミ関係などで一定の回答を引き出している一方で、医療関係で

は昨年以上に厳しい回答状況となっています。また、建交労・運輸でも前年実績比較可能な 23

組合の単純平均で 2,267円減となっています。 

24春闘では、粘り強いたたかいで多くの組合が 2次、3次の上積み回答を引き出し、1997年

以来 27年振りに加重平均額で 5桁となる最終集計結果となりました。今春闘でも、物価高騰が

続くもとで、「初回回答は生活改善に見合った賃上げになっていない」と、一発妥結せずに多く

の仲間がストライキをはじめとした統一闘争に結集し、大幅上積みを勝ち取るために立ち上が

っています。 

 

パートやアルバイトなど非正規雇用で働く仲間の賃上げ状況 

非正規雇用で働く仲間の賃上げ状況は、別表の 6 単産 77 組合から 214 件の獲得報告が寄せ

られました。 

このうち、時給制労働者では 132 件の獲得報告で、額が判明している 109 件の平均は 44.2 

円となっています。引上げ率では 18件平均で 5.22%となりました。生協労連では「ベースアッ

プ 120 円」など 92 件の成果を勝ち取り、日本医労連の組合では、パート労働者「150 円から

250円の賃上げ」の回答を引き出しました。 



 

 

月給制労働者では 39件の獲得となっており、引き上げ額は 35件平均 6,045円、率では 8件

平均で 3.43%となっています。全農協労連の組合では、準職員・嘱託職員のベースアップ 3,000

円を引き出しています。 

再雇用・継続雇用者の賃上げ状況では、時給制は生協労連からの 19件の報告で単純平均 47.2

円となっています。月給制再雇用・継続雇用者では 23件の報告が寄せられ、21件平均で 6,979

円となりました。JMITU の組合では「再雇用者 10%の賃上げ」、「月額 1 万円の引上げ」など

の成果を勝ち取りました。 

 


